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継続研究報告 

北海道の木造住宅の耐震改修促進を目的とした 
耐震診断・補強効果評価法に関する研究 

 

▲高耐力ビスによる簡易な軒先補強による
水平構面の耐力向上の可能性 

データ収集 ▲外張り付加断熱外装壁の耐震性能の
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▲調査建物の地震応答解析 

 地震の多発地帯である北海道では、被害を軽減する

ために、既存建築物の耐震性能を適切に診断し、速や

かに耐震化を進める必要があります。  

 現在、木造住宅の耐震診断法として、(財)日本建築

防災協会が発行した「木造住宅の耐震診断と補強方法

(以下「改訂診断法｣)」がありますが、北海道の木造住

宅は、通気層構法や断熱改修など、積雪寒冷地に適し

た工法により改修されるため、外装を含む壁の構成･

分類や屋根上積雪荷重の偏分布などの地域要件は、改

訂診断法に示されている標準仕様にはありません。 

 本研究では、道内既存木造住宅の構造仕様の実体と

耐震性能に関する技術資料を整備し、耐震診断・耐震

改修を促進することを目的としています。 

 昨年度は、既往の共同研究成果を基に、北海道に適

した耐震断熱改修技術の公的評価を取得し提案しま

した。また、改修住宅の構造仕様調査を行い、積雪荷

重が耐震性能に及ぼす影響などを検討しました。 

 今年度は、前年度に引き続き、既存木造住宅の構造

仕様調査や屋根雪荷重と耐震性能との関係について

の解析的検討を行うと共に、外張り付加断熱外装壁の

地震時の損傷程度や、水平構面の補強方法・補強効果

を検証しました。 

 来年度も加力実験や加震実験・解析等によりデータ

の蓄積を図り、これらの知見を、北海道特有の内外装

仕様を有する構造要素の適切な評価方法や効果的な

補強方法に関する技術資料として取りまとめます。 
 改修ニーズのある道内既存木造住宅の実構造仕様の情報を蓄積し、道内特有の仕様を有する構造体の加

力・加震実験による耐震性能の検証を行い、現行の診断法に基づく耐震性能評価のための技術資料を整備し

て、次のようなことに活用して行きます。 

①現行の改訂診断法を用いての、道内既存木造住宅の実態に対応した耐震診断・改修設計を可能にする。

②道内既存木造住宅の耐震改修技術の開発や、新構法開発時の設計・診断のツールとして活用する。 

③断熱改修時や用途変更時における耐震安全性の検証に活用する。 

④震災時の建築物内の安全性向上・経済的被害低減のための耐震改修促進に関する施策に活用する。 
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